
議案第 ２１ 号

野田市関宿クリーンセンター解体工事請負契約の締結について

野田市関宿クリーンセンター解体工事を施工するため、下記の請負契約を締

結することについて、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例（昭和３９年野田市条例第７号）第２条の規定により、議会の議決を

求める。

記

１ 契 約 の 目 的 野田市関宿クリーンセンター解体工事

２ 契 約 の 方 法 総合評価方式による制限付一般競争入札

３ 契 約 金 額 金７７３，３００，０００円

４ 契約の相手方 野田市宮崎１２６番地４

株式会社 堀建設

代表取締役 堀 直道

令和２年７月１３日提出

野田市長 鈴 木 有



提案理由

野田市関宿クリーンセンター解体工事を施工するため、請負契約を締結しよ

うとするものである。



令和２年度 野環清管工第１号

建設工事請負契約書

１ 工 事 名 野田市関宿クリーンセンター解体工事

２ 工 事 場 所 野田市古布内１９４０番地１

３ 工 期 自 令和 年 月 日

至 令和４年 ３月１１日

４ 請負代金額 金７７３，３００，０００円

（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額７０，３００，０００円）

５ 契約保証金

６ 解体工事に要する費用等

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（平成１２年法律第１０４

号）第１３条第１項の規定に基づく解体工事に要する費用等の記載について

は、別添様式１のとおりとする。

上記の工事について、発注者 野田市 と受注者 株式会社 堀建設 は、

各々の対等な立場における合意に基づいて、別添の条項によって公正な請負契

約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するものとする。

なお、この契約は「議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例」（昭和３９年野田市条例第７号）により議会の議決を得たとき効力

を生ずるものとする。ただし、議会の議決を得られないとき、この契約は無効

となり発注者は損害賠償の責は負わない。

本契約の証として本書２通を作成し、発注者及び受注者が記名押印の上、各

自１通を保有する。

令和 年 月 日

発 注 者 住所 野田市鶴奉７番地の１

氏名 野田市

野田市長 鈴 木 有

受 注 者 住所 野田市宮崎１２６番地４

氏名 株式会社 堀建設

代表取締役 堀 直道

説明資料



入 札 結 果 表

開 札 日 時 令和２年７月２日 午後１時３０分

開 札 場 所 野田市役所高層棟５階会議室

落 札 者 株式会社 堀建設

落 札 価 格 773,300,000円（うち消費税等の額 70,300,000円）

予 定 価 格 814,548,900円（うち消費税等の額 74,049,900円）

(単位：千円)

業 者 名 第１回 第２回
価格

評価点

技術

評価点
評価値 摘要

（株）坂斉建設 736,200 95.49 13 108.49

創英建興（株） 辞退

東葛工業（株） 725,900 96.84 17 113.84

（株）堀建設 703,000 100.00 20 120.00 落札

丸要建設（株） 727,800 96.59 17 113.59

山本建設工業（株） 734,900 95.65 18 113.65

(消費税等の額を除く)

※低入札価格調査基準価格749,384,900円（うち消費税等の額 68,125,900円）



野田市関宿クリーンセンター解体工事

設 計 概 要 書



１ 工事名称 野田市関宿クリーンセンター解体工事

２ 工事場所 千葉県野田市古布内１９４０番地１

３ 敷地面積 １５，７４４㎡

４ 延床面積 ２，５２６．６３㎡

５ 構造規模 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 ２棟

６ 設計要旨

（１）基本方針

現在の「関宿クリーンセンター」は、古布内・桐ケ作地区の環境を守

る会こと関宿町ゴミ処理場建設反対同盟から稼働停止について訴訟を提

起され、平成２０年８月６日に和解し、その和解条項に基づき、平成２

６年３月末日をもって稼働停止しております。

稼働停止後に「可及的速やかに収去する」とされていたことから、施

設の解体工事を行うこととしました。

（２）工事概要

本工事は関宿クリーンセンターの解体、撤去を「廃棄物焼却施設内作

業におけるダイオキシン類ばく露防止対策要綱」に基づいて施工するも

ので、解体に伴う発生材は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基

づき適切に処理するものとしております。

また、解体、撤去の範囲は、関宿クリーンセンター敷地内の建屋、煙

突と附属する車庫、倉庫、粗大ごみ解体作業場、リサイクルハウス等全

ての工作物と屋内、屋外に設置されている全ての機器とし、基礎杭、基

礎及び地業を含め撤去し、外構につきましては舗装及び境界ブロック等

を撤去し整地するものとしております。

７ 撤去計画

高さ３ｍの仮囲いを設置し、ダイオキシン類汚染部に該当する部分での建

築物内については、ダイオキシン類等が管理区域外に漏出しないよう、汚染

区域全体を建屋内外から密閉養生を行い、解体工事を行います。



８ 工事内訳書

工 事 名 称 数量 単位 摘 要

１ 直接仮設費 １ 式

２ 除染用水排水処理設備工事費 １ 式

３ 発生材仮置場費 １ 式

４ 工事用車両洗車設備費 １ 式

５ 除染工事費 １ 式

６ 機器解体工事費 １ 式

７ 煙突解体工事 １ 式

８ 建屋・構造物解体工事 １ 式

９ 基礎杭引抜工事 １ 式

１０ 土工事 １ 式

１１ DXN類対策工事 １ 式

１２ 廃棄物処理費 １ 式

１３ その他工事 １ 式 外構分
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